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総合評価 

未利用資源の有効活用技術に対応するものであるが、肥料への応用であり、スケー

ルアップとコストダウンが何より重要である。スプラウト以外でも有効に作用するの

か、他製品に対する明確な優位性が出せるのか等、今後の検証が必要となる。また、

ビジネスプランに基づいた提供サービスの社会受容性にかかる検討についても今後

必要となる。農業界にとって重要なリンの再利用プロセスであり、今後の進展に期待

する。 
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